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分析結果の可視化から，アイデアのドゥードゥル(Doodle)化へ 

直井 優 

行動計量学の発展の中で，コンピューターが果

たした役割はきわめて大きいことは指摘をまたな

い．40年前FORTRANが科学用計算言語として導

入されて以来，それはもっぱら数値計算に使用さ

れてきた．単純なクロス表の計算や，相関係数，

回帰分析等のために，一夏の休みを使ってしまい，

完成して計算センターを出たら，秋の風を感じて

愕然としたこともあった．その後，社会科学用の

計算プログラムであるSPSSが利用可能になった．

私は，この2版から見ることができたが，IBMカ

ードで2万枚以上の行を読み，大変勉強になった．

また，1975年の東京大学計算センターへのSPSS
の導入にもかかわった．これによって，1975年の

社会学を中心とする『社会階層と社会移動の全国

調査研究』(SSM調査)が，計量研究として革新的

な飛躍を遂げたことも記憶に残しておきたい．だ

が，この段階では，まだコンピューターの利用は，

もっぱら数値計算にあり，グラフィックスは，手

作業で行われていた．SSM 調査研究でも，多数の

数値表が提供されるようになると，広く公知に資

するためには，グラフィックスでの提示が不可欠

であった．私も，産業化と社会移動に関する命題

の検証のために，グラフィックスだけで，論文を

書いた．幸いにもこの論文は，編集されていまも

読むことができる．その後，構造方程式モデルが，

導入されて，私も米国国立精神衛生研究所と共同

研究を行い，1984年には，「仕事とパーソナリテ

ィー」という研究論文を発表した．この研究のた

めには，5年間の準備を要したし，その後 10年以

上関わることとなった．おそらく日本では初めて

の構造方程式モデルの適用であったと思われるし，

その後の30年近くの海外からの検証にも耐えた

ことは，幸いであった．この論文は，いまでも挑

戦を受けているが，私はそれを歓迎する．ところ

で構造方程式モデルの大きな特徴は，複雑な数値

計算の簡便化とそれを因果モデルのようなグラフ

ィックスによって，表示できる点にあると思って

いる．数値計算が背後に回りグラフィックスが表

に出てくることは，人々の理解を容易にしたとい

えよう．SPSS のパソコン化も，数値計算とグラフ

ィックス化を統合したといえるのではないであろ

うか．現在，構造方程式モデルとしては，AMOS
などがSPSS などでも使われているが，歴史的に

は，元々は一つであったが，途中で枝分かれした，

Multiple Indicators Linear structural model(MILS)とい

うプログラムがあった．私はもっぱらこのモデル

を使用しており，日本版もほぼ完成しており，米

国では，PC版もできていた．残念ながら，現在そ

れを見ることはできないし，見る必要もないであ

ろう．何故MILS は，敗北したか？ 理由は，主た

るメンバーが，閉鎖的で，公開が遅れたことにあ

る．この教訓は，私に取って，大阪大学で，SRDQ
というデータアーカイブを設置し，データの公開

とSPSSによる分析を容易に可能にするシステム

を作成する動機となった．行動計量学会のメンバ

ー諸氏も，自分の研究の公開に躊躇しないでいた

だきたい．公開を躊躇すれば悲劇が待っているだ

けである． 
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最近のデータマイニングの発展には，目を見張

るものがある．定性的データを，数値化し，グラ

フィックに表現することは，定性的なものを可視

化することに，大きく寄与している．但し，この

課題が十分に成功しているかどうかについては，

まだ疑問が大きい．その理由は，一つは，何故と

いう「意味」を完全に分析できていないことであ

る，二つには，この意味というのを，十分にグラ

フィックスできていないことである．これが達成

できれば，データマイニングは，将来的に大きな

貢献をなすことであろう． 
最後に，行動計量学の将来について，夢を語っ

ておきたい．これまでの行動計量学の論理は，も

っぱら論理演繹的であった．仮説があり，それを

立証することが目的であった．しかし，世の中の

行動は，もっと曖昧なところから次第に確信を持

った行動に移動していくものでないだろうか？ 
諸氏の論文でも，このように表現すると非難され

るかもしれないが，いわば子どもの「落書き」の

ようなものから科学的論文に進化したのではない

であろうか．このような落書きを，辞書の定義に

よれば“doodle”(ドゥードゥル)と呼ぶ．賢明な諸

氏は感じられると思うが，大手の検索システムの

Googleを想起するであろう． 
Google のロゴサインは，オリンピック，偉人の

誕生日，特別な日などによって，変化する．作成

者に日本人がいるという話を聞いているが，これ

を“Doodle 4 Google”と呼んでいる．アメリカの

Sunni Brown は，“the doodle revolution”と名付け

ている．私の提案は，この“doodle”の考えを，

行動計量学に導入し，新しい数量化とグラフィキ

ケーションを考案することである．ようするに文

字，絵画，音等を総合したコミュニケーション・

システムの構築である．子どもには，行動計量学

は，理解不可能であろうか？ 子どもだからこそ新

しいアイデアを提供できると，諸氏は信じるであ

ろうか？私はこの方向を信じたい． 
（なおい あつし，日本行動計量学会名誉会員） 

 

直井 優（なおい・あつし） 

1971年10月東京大学文学部助手

就任，1980 年 9 月米国国立精神

衛生研究所，1983 年 5 月大阪大

学人間科学研究科，1999 年 4 月

ハーバード大学社会学部，2006

年3月大阪大学退職，2006年10

月日本学術会議会員，2011年9月日本学術会議退職，2011年

10月日本学術会議連携会員． 

 
 
追加学会役員一覧 
以下のように学会役員の追加がありました． 
 

・欧文誌編集委員 

麻生  英樹    足立  浩平    大野  優子   
大津  起夫   小笠原 春彦    狩野  裕  
木村  邦博   金   明哲    坂本  亘 
高根  芳雄   鄭   躍軍    水田  正弘  
宮崎  康夫   村上    隆      村木  英治  
宿久  洋     柳井  晴夫   吉野  諒三 
Russell ALMOND Daniel BAIER 
Ulf BÖCKENHOLT Giuseppe BOVE 
Hamparsum BOZDOGAN Hua-hua CHANG 
Reinhold DECKER Wolfgang GAUL 
Zhi GENG Willem J. HEISER 
Brian W. JUNKER Pieter KROONENBERG 
Soon-Mook LEE Chao-Lin LIU 
Jacqueline J. MEULMAN Nickolay RENDAFILOV
Michel VAN DE VELDEN Maurizio VICHI 
 

 

・運営委員会委員 

岡田  謙介  森   一将  横山  暁 
 
 
・資料アーカイブス委員会 

飯塚  誠也   橋本  貴充  森  裕一 
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欧文誌編集委員会より 

欧文誌編集委員会委員長         
植野 真臣（電気通信大学大学院） 

 
 欧文誌編集委員会の委員が下記のように決定

いたしました． 
General Editor 

Fumi HAYASHI 
 (Toyo Eiwa University, Japan) 
Chief Editor 

Maomi UENO 
 (The University of Electro-Communications, 
Japan) 
Vice Chief Editor 

Takahiro HOSHINO 
 (Nagoya University, Japan) 
Editorial Board 

Kohei ADACHI 
 (Osaka University, Japan) 
Russell ALMOND 
 (The Florida State University, USA) 
Hideki ASOH 
 (National Institute of Advanced Industrial 
Science and Technology, Japan) 
Daniel BAIER 
 (Brandenburg University of Technology 
Cottbus, Germany) 
Ulf BÖCKENHOLT 
 (Northwestern University, USA) 
Giuseppe BOVE 
 (Roma Tre University, Italy) 
Hamparsum BOZDOGAN 
 (The University of Tennessee, USA) 
Hua-hua CHANG 
 (University of Illinois, USA) 
Reinhold DECKER 
 (Bielefeld University, Germany) 
Wolfgang GAUL 
 (University of Karlsruhe, Germany) 

Zhi GENG 
 (Peking University, China) 
Willem J. HEISER 
 (Leiden University, The Netherlands) 
Mingzhe JIN 
 (Doshisha University, Japan) 
Brian W. JUNKER 
 (Carnegie Mellon University, USA) 
Yutaka KANO 
 (Osaka University, Japan) 
Kunihiro KIMURA 
 (Tohoku University, Japan) 
Pieter KROONENBERG 
 (Leiden University, The Netherlands) 
Soon-Mook LEE 
 (Sungkyunkwan University, Korea) 
Chao-Lin LIU 
 (National Chengchi University, Taiwan) 
Jacqueline J. MEULMAN 
 (Leiden University, The Netherlands) 
Yasuo MIYAZAKI 
 (Virginia Tech, USA) 
Masahiro MIZUTA  
(Hokkaido University, Japan) 
Takashi MURAKAMI 
 (Chukyo University, Japan) 
Eiji MURAKI 
 (Tohoku University, Japan) 
Haruhiko OGASAWARA 
 (Otaru University of Commerce, Japan) 
Yuko OHNO 
 (Osaka University, Japan) 
Tatsuo OTSU 
 (National Center for University Entrance 
Examinations, Japan) 
Wataru SAKAMOTO 
 (Osaka University, Japan) 
Yoshio TAKANE 
 (McGill University, Canada) 
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Nickolay TRENDAFILOV 
 (The Open University, UK) 
Michel VAN DE VELDEN 
 (Erasmus University Rotterdam, The 
Netherlands) 
Maurizio VICHI 
 (Sapienza University of Rome, Italy) 
Hiroshi YADOHISA 
 (Doshisha University, Japan) 
Haruo YANAI 
 (St. Luke’s College of Nursing, Japan) 
Ryozo YOSHINO 
 (The Institute of Statistical Mathematics, 
Japan) 
Yuejun ZHENG 

 (Doshisha University, Japan) 
 
 

運営委員会より 

運営委員会委員長     

大森 拓哉（多摩大学） 

 

運営委員会委員メンバーの追加について 

・岡田 謙介（専修大学人間科学部） 

・森 一将（東京大学大学院総合文化研究科） 

・横山 暁（帝京大学経済学部） 

 

今年度研究部会について 

現在は継続中の1 件のみです． 

・岡山地域部会 2010 年度～2013 年度 

代表連絡先 山田剛史 
岡山大学 大学院教育学研究科 
〒700-8530 岡山市津島中3-1-1 
Phone : 086-251-7717 
E-mail: tyamada@cc.okayama-u.ac.jp 

 
第40回大会チュートリアルセミナーのお知らせ  
表題：構造方程式モデルによる因果推論: 因果構

造探索に関する最近の発展 

講師：清水昌平（大阪大学） 
日時：9月13日(木) 13:00- 15:30 

（開場・受付開始12：30） 
場所：新潟県立大学 1号館 1257教室 
申込方法： 
大会ホームページからお申し込みください 

問い合わせ先： 
チュートリアル・セミナーに関するお問い合わ

せは，大会事務局（E-mail: bsj2012@unii.ac.jp）
までお願いします． 
参加費（テキスト込，当日支払代金）： 
正会員4,000円 
学生3,000円 
賛助会員 4,000円  
非会員 5,000円 

概要： 
因果関係を調べることは，多くの実質科学の主

な目的の一つである．本チュートリアルでは，ま

ず（1）因果のモデルである反事実モデルを紹介

し，次に（2）データ生成過程のモデルとして構

造方程式モデルを導入する．そして（3）構造方

程式モデルを用いた因果の定式化について説明す

る．その後，（4）データから因果構造を探索する

方法について説明する．従来の因果構造探索法は，

線形性とガウス分布を仮定する方法が盛んに研究

されている．データの非ガウス性を利用すること

で，従来よりも多くの因果構造が同定可能になる．

多くの分野においてガウス分布ではうまく近似で

きないデータがあり，生命科学・社会科学への適

用例も増えてきている．そのような因果構造探索

に関する最近の発展を重点的に紹介する． 
 

第97回行動計量シンポジウムのお知らせ 

日時：2012年10月25日（木）13:00～17:00 
場所：岡山理科大学（加計学園創立 50 周年記念

館４階多目的ホール） 
テーマ：新学習指導要領と大学入試について（仮

題） 
ＵＲＬ：http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama 

/97/ 
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広報委員会より 

広報委員会委員長     
松本 渉（関西大学） 

 
封筒サイズの変更について 

 前号（133 号）から会報を封入する封筒のサイ

ズを変更しました（洋0→角2）．ページ数が増え

ても対応できることが主な理由ですが，①メール

便を利用しているので送料が同じだが，折り代を

節約できるので全体としてはコスト安になる．②

他の郵便物にまぎれにくい．といったメリットが

あります． 
 
学会Webページについて 

引き続き Web ページの整備を進めています．

慎重に進めているため，英語版のページなどはま

だまだ整備が行き届いていませんが，これまでわ

かりにくかった「会員のみなさまへ」欄 
 http://www.bsj.gr.jp/member/index.html 
については，大幅に整理しました．使いやすくな

ったかと思います． 
なお，本学会のホームページは，昨年末より 

http://www.bsj.gr.jp/ 
に完全に移行しています．2011年12月以前まで

利用していた国立情報学研究所の「学協会情報発

信サービス」による URL は，いずれ使えなくな

ります．会員の方で，旧 URL にリンクを残され

ている方は，現在のページ（http://www.bsj.gr.jp/）
に変更いただくようお願いします． 
 
マイページの導入について 

前号（133 号）にひきつづき，マイページの導

入の案内が同封されていると思います．このマイ

ページについては，前号に同封されていたマイペ

ージの案内に記載のページ 
https://www.wdc-jp.biz/bsj/mypage/logins/login 
から，＜会員番号＞と＜個人用のパスワード＞を

使用してログインします． 
一方，学会 Web ページ上にある会報の「最新

版」「バックナンバー」および「過去のメーリング

リストアーカイブ」（過去のメールニュース）につ

いては，従来どおり 
ユーザ名：bsj   
パスワード：1973 

でログインします． 
 マイページと会員専用ページは，ユーザ名とパ

スワードが異なりますのでご注意願います． 
 
 

資料アーカイブス委員会より 

資料アーカイブス委員会委員長  
柳井晴夫（聖路加看護大学）    

 

2012年度 資料アーカイブス委員会活動計画案 

目的： 
行動計量学会設立までの経緯，その後の発展の

歴史を辿る資料を収集・整理し，アーカイブス（当

時の資料・写真など）として学会HPに掲載する． 
メンバー： 
委員長  柳井晴夫（聖路加看護大学） 
副委員長 森本栄一（ビデオリサーチ） 
委員   丸山久美子（北陸学院大学） 

吉野諒三（統計数理研究所） 
森裕一（岡山理科大学） 
飯塚誠也（岡山大学） 
橋本貴充（大学入試センター） 

活動内容： 
①� 会設立までの記録 
・行動計量シンポジウムの活動記録を収集する． 
→柳井先生，梶田先生，猪口先生，丸山先生，山

本先生，豊川先生，柏木先生，岩坪先生，池田

先生などから，当時の資料や写真などをご提供

頂く． 
※山本先生（2009年ご逝去，設立当時東大疫学教

室教授，豊川裕之先生，同教室助手，その後疫

学教室教授）．柏木先生，池田央先生から学会設

立以前の大会（東大教育心理のメンバー（柳井，

池田，塗師，および高根芳雄先生，猪口孝先生
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が中心））． 
※学会が設立された 1973 年の 4-5 年前，東大教

育心理評価研究室：芝先生，池田先生，柏木先

生，柳井など，因子分析が流行していた．この

流れが行動計量学会の発展を促進した．1960
年代における林の数量化理論（林，飽戸，駒沢；

他）も上記因子分析の流れとはことなっていた

が，行動計量学会の発展と結びついた． 
②歴代理事長，委員長などの記録 
・林知己夫初代理事長（学会関連，行動計量学関

連の研究）の活動・業績を収集する． 
→吉野先生，林文先生などからご提供頂く． 
③講演記録など 
・大会特別講演など，これまでの講演会，シンポ

ジウムなどの資料を収集する． 
・今後予定されている講演会，シンポジウムの資

料を収集し，また映像に記録して頂く． 
④その他資料 
・数理科学：特集「行動計量学の動向」（1974）
など． 
上記（その他必要に応じて），学会の歴史を辿る

資料を収集，リストを作成し，中身を精査の上，

電子化を行い，順次学会HP にアップしていく． 
 
 

事務局より 

事務局長               
菊地 賢一（東邦大学） 

 
マイページ開設のお知らせと登録内容確認のお

願い 

 会員の皆様におかれましては，日頃より学会活

動にご協力を賜り，誠にありがとうございます． 
 かねてよりご案内しておりましたが，この度，

インターネットから会員の登録内容の確認・変更

や，会費納入状況の照会，会員の検索などができ

る「マイページ」がオープンの運びとなりました．

つきましては，裏面の利用案内をご参照のうえ，

10月15日までに，ご自身の登録内容の確認と修

正，および項目ごとの Web 名簿での公開可否の

選択をお願いいたします． 
 インターネット環境をお持ちでない方につきま

しては，名簿調査票を郵送させていただきますの

で，9月15日までに下記の連絡先にご連絡くださ

い．調査票は，FAXでご返信いただきます．皆様

の確認・修正が終わり，準備が整いましたら，Web
名簿の運用を開始いたします．開始時期について

はまた追ってご連絡いたします．名簿では常に最

新の情報をご覧いただけるようになります． 
 マイページ開設により，今後基本的には Web
名簿とし，従来式の紙媒体の名簿は希望者のみへ

の配布とさせていただきます．10月15日時点の

データでの作成となり，発行は年末の予定です．

紙媒体の名簿を PDF 版にしたものを，マイペー

ジ上でも閲覧可能とします．紙媒体の名簿をご希

望の方は，作成の関係上10月15日までに下記の

連絡先までご連絡ください． 
 
＜連絡先＞〒169-0075 新宿区高田馬場4-4-1 
（株)国際文献印刷社内 日本行動計量学会係  岸 

Mail bsj-post@bunken.co.jp 
TEL 03-5389-6209 
FAX 03-3368-2822 
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日本行動計量学会第40回大会のご案内 

 
第40回大会実行委員会 実行委員長  

猪口 孝 （新潟県立大学） 
 

8月初めに，第40回大会のプログラム冊子を送

付いたしました． 
第 40 回大会は，チュートリアル・セミナー，

21テーマの特別セッションと63件の一般研究発

表に加え，２つの特別企画シンポジウムを予定し

ています．また，２テーマのセッションを一般公

開の特別企画セッションとして企画しましたが，

そのうち一つは高校生による発表です．9/14の夕

方に会場近くでレセプション，9/15の夜に新潟駅

直結のホテルで懇親会を計画しておりますので，

ぜひご出席ください． 
 

1．基本情報 
・期間：2012年9月13日（木）～16日（日） 
・場所：新潟県立大学 
〒950-8680 新潟市東区海老ヶ瀬471番地 
TEL: 025-270-1313 

・URL：http://www.unii.ac.jp/bsj2012/ 
・問い合わせ先： 
日本行動計量学会第40回大会事務局 
E-mail: bsj2012＠unii.ac.jp 

 
2．大会の構成 

9月13日（木） 
13:00-15:30 会場：1257教室  
「構造方程式モデルによる因果推論：因果構造

探索に関する最近の発展」 
講師： 清水昌平 
（参加希望者は事前申込をお願いします） 
 
9月14日（金）  
09:00 - 18:00（開場・受付開始08:30） 
特別セッション，一般セッション 
 

15:15-18:00 特別企画シンポジウム 
『世論調査の効用と限界』 
特別講演：Doh C. Shin 

「政治文化と民主主義」 
パネルディスカッション： 猪口孝，曽根泰教，

河田潤一，Doh C. Shin 
 
18:30 - 19:30  レセプション 
 
9月15日（土）  
09:00 - 17:30（開場・受付開始08:30） 
特別セッション，一般セッション，総会 
 
14:15-17:30 特別企画シンポジウム， 
『社会科学のためのインフラストラクチャー』 
特別講演：Wolfgang Jagodzinski 
「社会科学のためのインフラストラクチャー」 
パネルディスカッション： 
真鍋一史，盛山和夫，今田高俊，吉野諒三，佐

藤嘉倫，Wolfgang Jagodzinski 
 
19:00～21:00 懇親会 
 
9月16日（日）  
09:00 - 15:00（開場・受付開始08:30） 
特別企画セッション（一般公開），特別セッシ

ョン，一般セッション 
 
詳しいプログラムはプログラム冊子もしくは

大会ウェブをご覧ください． 
 

3．大会までのスケジュール 

・2012年8月24日（金） 
大会参加事前申込締切 

 
・2012年9月7日（金） 

弁当申込締切 
（詳細は大会ウェブをご覧ください） 
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4．参加費など 

参加費： 

 正会員 学生 
賛助 
会員 

非会員 

早期

振込 
5,000円 3,000円 5,000円 6,000円

当日

支払 
6,000円 4,000円 6,000円 10,000円

・参加費には抄録集1冊を含みます． 
・学生の参加費には準会員・非会員の区別はあり

ません． 
・賛助会員は3名様まで無料です．事前に参加券

を3枚お送りしますので，この券を持参された

方が対象です．4人目以降は，上記金額です． 
・抄録集は1冊3,000円で頒布します． 
・早期振込は Web による参加申込・参加費振込

とも8月24日(金)までに行われた方が対象です．

それ以後は会場で「当日支払」の会費をお支払

いください． 
 

レセプション費：500円（当日払い） 

 

懇親会費： 

早期振込 4,000円 

当日支払 5,000円 

・定員に達した場合は受付を終了することがあり

ます． 
・早期振込は Web による参加申込・参加費振込

とも8月24日(金)までに行われた方が対象です．

それ以後は会場で「当日支払」の会費をお支払

いください． 
 

チュートリアル・セミナー参加費（テキスト込） 

 正会員 学生 
賛助 
会員 

非会員

早期

振込 
4,000円 3,000円 4,000円 5,000円

当日

支払 
3,000円 2,000円 3,000円 4,000円

・早期振込は Web による参加申込・参加費振込

とも8月24日(金)までに行われた方が対象です．

それ以後は会場で「当日支払」の会費をお支払

いください． 
 
5．宿泊について 

新潟県立大学の近くにホテルなどはありませ

んので，宿泊は新潟駅周辺，万代シティ周辺，も

しくは万代島・信濃川・古町周辺のホテルをご利

用ください． 
なお，二つのホテルについて本大会関係者には

宿泊割引がございます．詳細は大会ホームページ

をご覧ください．利用を希望される方は直接ホテ

ルにご連絡ください． 
 
6．弁当について 

大会期間中，大学内の学生食堂は営業しており

ません．代わりに，9月14日（金），15日（土），

16日（日）の昼食用に弁当を予約販売いたします． 
飲み物つきで800円です．大会ホームページから

9 月 7 日（金）まで予約を受け付けます．弁当を

予約された方は，大会当日，受付にて代金を支払

って 引換券をお受け取りください． 
また，昼食には，大学付近の食堂やレストラン

をご利用いただくこともできます．直近にコンビ

ニもございます． 
弁当やご持参いただいた昼食を召し上がる際

には，休憩室をご利用ください． 
 

 
7．大学へのアクセスについて 

新潟駅・新潟市街からは，タクシー・バス・Ｊ

Ｒをご利用ください．新潟空港からはタクシーを

ご利用ください． 
詳細は，プログラム冊子もしくは大会ウェブを

ご覧ください． 
 
たくさんの方の新潟へのお越しをお待ちして

おります． 
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2012年度統計関連学会連合大会 

（第三報） 
 
連合大会 
実行委員会委員長    水田正弘（北海道大学） 
プログラム委員会委員長 宿久洋（同志社大学） 
運営委員会委員長      瀬尾隆（東京理科大学） 
 
 2012年度統計関連学会連合大会の第一報，第二

報に続き，「第三報」をお届けします．本報が本大

会に関する最後のご案内です．本報は連合大会に

ついて簡潔にまとめを行い，皆様の便宜をはかり

たいと思います．今後，詳細プログラムや変更事

項は，連合大会のウェブページ 
http://www.jfssa.jp/taikai/2012/ 

に掲載いたしますので，どうぞご参照ください． 
 すでに5月8日（火）から6月5日（火）まで

講演申し込みを受け付けいたしました．おかげさ

まで，企画セッション講演 83 件（企画セッショ

ン 21），コンペティション講演 27 件，一般講演

248 件の申し込みを頂きました．これに加えて，

大会特別セッション5講演，ソフトウェアセッシ

ョン4講演があり，総講演数367件となりました．

誠にありがとうございました． 
 
1．日程など 
 本大会に関する今後の日程は次の通りです． 
大会開催日程：9月9日（日）から12日（水）

までの4 日間 
9 月 9 日：チュートリアルセッションと市民

講演会（かでる2・7, 札幌市中央区） 
9月10日～12日：本大会（北海道大学 高等

教育推進機構， 札幌市北区） 
懇親会：9月10日（月）18:00～ 

サッポロビール園 
＊本大会１日目ですので，ご注意ください． 

事前参加申し込み：7月18日（水）9:00～ 
8月21日（火）17:00 

※ 原稿提出は7 月10日（火）17:00 に締め切

りました． 
 

2．会場 
 本大会は，初日の9月9日（日）に，チュート

リアルセッションと市民講演会を，北海道庁と北

海道大学植物園の間にある「かでる2・7」で開催

します．2 日目から 4 日目の 9 月 10 日（月）か

ら 12 日（水）に，各種セッション講演を，北海

道大学札幌キャンパスの高等教育推進機構で行い

ます． 
・かでる2・7 
〒060-0002  札幌市中央区北2条西7丁目  
電話: 011-204-5100 

・北海道大学高等教育推進機構  
〒060-0817 札幌市北区北17条西8丁目 
電話: 011-716-2111(代表) 
(1) 「かでる2・7」へのアクセスは，連合大会

ウェブページの「会場」欄をご参照下さい．

JR 札幌駅から徒歩12 分，地下鉄さっぽ

ろ駅から徒歩７分，地下鉄大通駅から徒歩

9分です．  
(2) 「北海道大学高等教育推進機構」へのアク

セスも，ウェブページの「会場」欄をご参

照下さい．地下鉄南北線 北18 条駅から徒

歩数分です． 
(3)  2日目以降の会場は，北海道大学高等教育

推進機構のE棟, N棟, S棟の11教室を使

います． E棟は機構の正面玄関のある建物

で，E棟とN棟は屋内でつながっています．

また，E棟とS棟は隣接しています． 
(4) 保育室は，高等教育推進機構内に設ける予

定です． 
(5) 昼食は，S 棟に隣接した大学生協北部食堂

でおとりいただけます． 
(6) 懇親会は，例年より 1 日早い，9 月 10 日

（月）の夕方にサッポロビール園で行います． 
(7) 節電要請期間にあたるため，各日程の終了

時間を，原則として17時より前とさせて頂

く予定です．各セッションの開始時間が例年

より早くなりますので，ご注意ください． 
 
3．参加申し込み 
 大会に先立って，事前参加申し込みと懇親会申
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し込みがウェブページで始まっております．連合

大会ウェブページの「申し込み」欄よりお手続き

下さい．申し込み期間は2012年7月18日（水）

午前9時より8月21日（火）17時までです．カ

ード決済と銀行振り込みがご利用いただけます．

事前申し込みは，当日受付より大幅な割引がござ

いますので，ぜひご利用下さい． 
 大会参加費（講演報告集代を含む），チュートリ

アルセッション参加費（資料代を含む），懇親会参

加費とも，会員（共催6学会の学会員）・学生（学

会員，非会員を問わず）・学生以外の非会員により

参加費が異なります．詳しくはウェブページの「大

会詳細」をご覧下さい．市民講演会は無料です．  
 なお，非会員の招待者（企画セッション講演者，

討論者等）の方を除き，すべての講演者（一般・

企画セッション・コンペティション講演を問わず）

の方も参加申し込みのお手続きが必要です．お忘

れなきよう，よろしくお願いいたします． 
 懇親会申込については，会場の都合で，190 人

に達した時点で締め切りとさせて頂きます．ジン

ギスカンはもちろん，タラバガニ・ズワイガニ，

お寿司，その他約 20 品目食べ放題，飲み放題と

なっております．事前予約で制限人数に達した場

合，当日受付はお受けできませんので，お早めに

お申し込みください．  
 
4．保育室 
 今年度も保育室を開設します． 
設置期間：9月10日（月）～12日（水）（9日は

設置しません） 
設置時間：プログラム開始30分前から終了30分

後まで 
場所：原則として, 高等教育推進機構内 
対象：原則0歳児～6歳児（小学校入学前）まで 
保育者： 保育士 
利用料金： 1日2,000円 
締め切り： 7月30日（月） 
申込先：小宮由里子（実行委員） 

 komiya_at_iic.hokudai.ac.jp 
（_at_ を @ にご変更ください） 

 ご利用を希望される方は，できるだけ早くメー

ルにて上記までご連絡下さい．お問い合わせの際

には，暫定の利用日時とお子様の年齢をご記入下

さい．詳細な利用規定や正式の申込書・同意書に

ついては，後日お送りいたします． 
その他，ご質問・ご要望がありましたら，上記

メールアドレスにご連絡下さい． 
 
5．大会プログラム 
 プログラムおよび大会案内はウェブページで公

開するとともに（8月上旬に公開予定），各学会に

もお知らせいたします．ウェブページにはHTML
版および PDF 版を用意いたします．プログラム

は講演報告集にも掲載します．なお，各学会を通

じての，印刷物冊子配布はございませんのでご注

意下さい． 
 なお，講演者および共同発表者の所属は講演申

し込み時に入力頂いたものです． 
 
6．チュートリアルセッション 
 チュートリアルセッションは2つのテーマを用

意いたしました． 
日時： 2012年9月9日（日）13:00～16:00 

（一部 ～18:00） 
会場：かでる2・7  820研修室，520研修室 
受付開始： 12:30 
テーマＡ：「主成分分析の行列的基礎と非計量・三

相配列・因子分析への発展」 
講演者：足立浩平（大阪大学） 
場所： 820研修室 
時間： 13:00～16:00 
テーマＢ：「テキストマイニングの活用」 
講演者：八木征子（数理システム），神田晴彦（野

村総合研究所） 
保田明夫（富士通エフ・アイ・ビー・システムズ） 
場所：  520研修室 
時間： 13:00～18:00 
 2 つの講演は同じ時間帯に開催されますので，

どちらか一方のテーマをお選びください．なお，

途中でもう一方のテーマへ移動されても追加料金

はかかりません． 
 事前参加受付は，2012年度統計関連学会連合大
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会のウェブページの「申し込み」欄から手続きが

できます（8月21日（火）17時まで）．あらかじ

め参加費を納めていただく場合は，割引が受けら

れます．学生には特に大幅な割引があります．当

日参加も受け付けます．当日受付の場合，参加費

（資料代含む）は，会員（共催，協賛の6学会の

会員）4,000 円，学生（会員・非会員を問わず）

4,000円です．学生以外の非会員は7,000円です． 
 今回，テーマBについてはハンズオンでのチュ

ートリアルとなります．先着 50 名まではハンズ

オンでの受講が可能です．それ以外の方について

は，聴講のみの受講となります．ハンズオンで受

講される方は，当日午前にソフトウェアの事前イ

ンストールをして頂くことになります．詳細につ

いては大会ＨＰでご確認を頂いた上で参加される

ようお願いいたします． 
 
7．市民講演会 
 今年の市民講演会は，以下のテーマで2名の先

生方にご講演をお願いいたしました．多くの方々

のご参加をお待ちしております．参加費は無料で

す． 
日時：2012年9月9日（日）16:30～18:00 
会場：かでる2・7 820研修室 
受付開始: 15:30 
テーマ1：「統計検定：出題傾向と結果分析」 
講演者：岩崎 学（成蹊大学）・吉田清隆（成蹊大

学） 
時間： 16:30～17:15 
テーマ2：「新薬の開発に統計学はどのように利用

されているのか」 
講演者：大森 崇（同志社大学）・安藤友紀（医薬

品医療機器総合機構） 
時間：17:15～18:00 
 
8．企画セッション等一覧 
 大会特別セッションとソフトウェア・デモセッ

ションおよび21件の企画セッションを設けます．

各セッションが配置されている時間帯，会場，テ

ーマとオーガナイザー氏名（所属）は以下の通り

です．詳細プログラム，テーマのねらいや講演者・

講演タイトル等につきましては連合大会のウェブ

ページをご覧下さい． 
 
大会特別セッション名とオーガナイザー 
9月11日（火）17:00-19:00 
福島第一原子力発電所事故の放射能影響に関

するデータに基づく俯瞰：椿 広計（統計数理研究

所） 
 概要：本セッションでは，1.福島第一原発から

放出された放射性物質がどの程度あったのか，2.
どのように大気中に拡散し，土壌・海上に沈降し

たのか，3.そして人々はどのような暴露を受けた，

あるいは受けつつあるのか，4.そしてその健康影

響はどのようなものであるかをそれぞれの分野の

専門家に紹介いただき，この問題に関する今後の

統計関連学会連合の取り組みについて議論を進め

たい． 
  
企画セッション名とオーガナイザー 
9月10日（月）9:30-11:30 
 ミクロデータの二次利用 その仕組みと研究活

用事例： 渡辺美智子（慶応義塾大学） 
 統計学初級中級講座「マルチレベル解析と繰り

返し測定データの解析」： 岩崎 学（成蹊大学） 
 医薬データの統計解析：石橋 雄一（(株)スタッ

トラボ），水田 正弘（北海道大学） 
 
9月10日（月）12:30-14:30 
 量子統計：理論的な進展と物理実験への応用：

田中 冬彦（東京大学）  
 日本統計学会各賞受賞者講演：岩崎 学（成蹊大

学）［16:45まで］ 
 スポーツと統計科学の融合：酒折 文武（中央大

学）, 田村 義保（統計数理研究所） 
 日本計量生物学会奨励賞受賞者講演：手良 向聡

（京都大学）[13:50まで] 
 
9月10日（月）14:45-16:45 
確率微分方程式モデルの統計解析：内田 雅之

(大阪大学) 
クラウドコンピューティングと大規模データ
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処理：棟朝 雅晴(北海道大学)，水田 正弘(北海道

大学) 
日本計量生物学会シンポジウム「放射線の健康

影響に対する生物統計家の取り組み －これまで

の成果と新たなる展開－」：和泉 志津恵（大分大

学） ［14:05から］ 
 
9月11日（火）9:30-11:30 

JSS-KSS-CSA International Session I ： 
Analysis of data with correlated errors：Jinfang 
Wang (千葉大学), Taesung Park（Seoul National 
Univ.）, Ming-Yen Cheng （National Taiwan 
Univ.） 
ファイナンス統計学における漸近的方法とそ

の実装：吉田 朋広（東京大学） 
日本分類学会シンポジウム「データ分析の理論

と応用」： 栗原 考次 (岡山大学) 
 
9月11日（火）12:30-14:30 

JSS-KSS-CSA International Session II ： 
Inference for high dimensional data：Jinfang 
Wang (千葉大学), Taesung Park（Seoul National 
Univ.）, Ming-Yen Cheng （National Taiwan 
Univ.）  
高等学校の統計教育の改革と大学入試での取

り組み：深沢 弘美（東京医療保健大学）   
金融のリスク管理： 三浦 良造（一橋大学） 
応用統計学会 学会賞受賞者講演：黒木 学（統

計数理研究所），永田 靖（早稲田大学） 
 
9月11日（火）14:45-16:45 

JSS-KSS-CSA International Session III：
Computational statistics：Jinfang Wang（千葉

大学）, Taesung Park（Seoul National Univ.）, 
Ming-Yen Cheng （National Taiwan Univ.） 
教養教育における統計教育とその評価方法：藤

井 良宜（宮崎大学）  
非対称分布の統計学の理論と実際：清水 邦夫

（慶應義塾大学） 
 
 

 9月12日（水）9:30-11:30 
文部科学省 数学・数理科学と諸科学・産業と

の連携研究ワークショップ：統計科学の産業界へ

の応用 
 
9月10日（月）9:30-16:45，11日（火）9:30-14:30 
 企画セッションのうち，「医薬データの統計解

析」，「スポーツと統計科学の融合」，「クラウドコ

ンピューティングと大規模データ処理」，「ファイ

ナンス統計学における漸近的方法とその実装」，

「金融のリスク管理」については「文部科学省 数
学・数理科学と諸科学・産業との連携研究ワーク

ショップ：統計科学の産業界への応用」として実

施し，参加費無料といたします． 
趣旨：統計科学は，データに基づく実証的学術全

般を支える基盤的数理科学とし130年以上にわた

り独自の発展を遂げると共に，計量生物学，計量

心理学，計量経済学などの学術分野を創生してき

た．本ワークショップでは，情報爆発と呼ばれる

あらたなデータ環境の中で，先端的な統計科学的

方法論が学術創生を超えて，産業界全般にどのよ

うなインパクトを与えているのか，あるいは与え

うるのかについて，産業分野としてこれまで統計

科学の産業展開が世界的に見ても活発な医薬品産

業・ファイナンス分野，この 10 年間に急速に産

業展開が加速しているスポーツ産業を取り上げ，

わが国の取り組みのあるべき姿を産学連携で議論

する場を提供する． 
 
9．コンペティション 
 今年度も若手会員の質の高い研究・発表の奨励

を目的としてコンペティションを実施します．コ

ンペティション講演セッションは，9月10日（月）

～11日（火）に行います．発表時間は質疑を含め

て 20 分とさせていただきます．なお表彰式は 11
日の大会特別セッション終了後に行います．詳細

は連合大会のウェブページ［コンペセッションの

概要について］をご覧ください． 
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理事会議事録 

 

2012年度日本行動計量学会第1回理事会議事録 

 
日時：2012年4月23日（月）18：10～20：30 
場所：大学入試センター3階視聴覚室 
議事進行 岡太彬訓理事長 
出席者 飽戸弘，麻生英樹，今泉忠，岩崎学， 

植野真臣，大森拓哉（書記），岡太彬訓， 
菊地賢一，豊田秀樹，中山厚穂，林文， 
松本渉，柳井晴夫，山岡和枝，吉野諒三， 
渡辺美智子，村上隆 

陪席者 藤井誠二（第40回大会実行委員） 
 
資料 
1. 2012年度理事当選者会合メモ 
2. 役員リスト 
3. 第40回大会の準備について  
4. 第40回大会プログラム（予定） 
5. 和文誌「行動計量学」編集委員会構成（案） 
6. 和文誌「行動計量学」投稿規定 
7. 欧文誌編集委員会構成案 
8. 欧文誌編集委員会からのご報告 
9. 広報委員会構成案 
10. 大会担当委員会構成 
11. 資料アーカイブス委員会・活動計画案 
12. 広報委員会資料 
 
議事 
1. 理事当選者会合経過確認 
岡太理事長より，資料 1 にもとづき，2012 年

度理事当選者会合の内容説明があり，当選者会合

において選出された追加理事について承認された． 
 
2. 第40回大会 
第 40 回大会実行委員会の藤井誠二実行委員よ

り，資料3，4にもとづき，第40回大会の開催概

要，スケジュール，準備の進捗状況等について報

告があった．また，企画についての討議がされた． 

3. 各委員会の体制・担当理事について 
・岡太理事長より，資料2にもとづき，各委員会

の候補者が示された． 
・豊田理事より，資料5にもとづき，和文誌編集

委員会の委員案が示され，承認された．また，

資料6にもとづき，投稿規定・執筆要綱の改正

をしたい旨提案があった． 
・植野理事より，資料 7，8 にもとづき，欧文誌

編集委員会の委員案が示され，本人受諾を条件

に承認された．また，現在の投稿状況の報告，

投稿規定の改正などが報告された． 
・松本理事より，資料9にもとづき，広報委員会

の委員案が示され，承認された．また，資料12
にもとづき，会報企画についても提案があった． 

・菊地理事より，資料 10 にもとづき，大会担当

委員会の役割及び委員案が示され，承認された． 
・大森理事より，運営委員会の委員案が示され，

承認された． 
・吉野理事より，組織検討委員会の委員案が示さ

れ，承認された． 
・山岡理事より，刊行物委員会の委員案が示され，

承認された． 
・柳井理事より，資料 11 にもとづき，資料アー

カイブス委員会の委員案が示され，承認された． 
・岡太理事長より，学会賞選考委員会委員長が示

され，同時にワーキンググループ案も出され，

承認された．また，委員長名のみ公開とし，こ

れまで通り委員は非公開，ワーキンググループ

も非公開とした． 
・菊地理事より，事務局の構成案が示され，承認

された． 
 
4. 印東太郎賞 
吉野理事より，選考中である旨報告があった． 

 
5. 入会の承認・退会の報告 
菊地事務局長より，入会希望者の報告があり，

1 名は保留とし，他は承認された．また，退会者

の報告があった．会員種別変更希望も報告され，
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承認された． 
 
6. その他 
・名誉会員について担当の足立理事にかわり山岡

理事より，2 名の会員が推薦され，候補者とし

て承認された． 
・社会調査協会の諮問委員会について，飽戸理事

より報告があり，学会の立場を組織検討委員会

にて検討することとなった． 
・豊田理事より，和文誌の編集状況について報告

があり，第 39 巻第 1 号は 2 編の論文で出版さ

れることとなった．また，第 39 巻第 2 号は，

MCMC の応用に関する特集号を予定している

旨報告があった． 
・著作権譲渡について，Webや会報でも周知徹底

することが承認された． 
・次回理事会は平成 24 年 6 月 18 日（月曜）18
時00分より大学入試センターにて開催予定． 

 
 
 
 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
（開催日順に掲載） 

 
☆社会言語科学会第30回研究大会 
開催日：2012年9月1-2日 
開催場所：東北大学川内南キャンパス 
http://www.wdc-jp.com/jass/30/ 
 
☆2012年度統計関連学会連合大会 
開催日：2012年9月9-12日 
開催場所：かでる27（チュートリアルと市民講演

会），北海道大学札幌キャンパス 
http://www.jfssa.jp/taikai/2012/ 
 
 
 

☆日本心理学会第76回大会 
開催日：2012年9月11-13日 
開催場所：専修大学 
http://www.jpa2012.net/ 
 
☆第 28 回ファジィシステムシンポジウム

（FSS2012) 
開催日：2012年9月12-14日 
開催場所：名古屋工業大学 
http://fss2012.j-soft.org/ 
 
☆日本家族社会学会第22回大会 
開催日：2012年9月16-17日 
開催場所：お茶の水女子大学 
http://www.wdc-jp.biz/jsfs/conf2012/ 
 
☆ JSST2012 International Conference on 
Simulation Technology 
開催日：2012年9月27-28日 
開催場所：神戸ポートアイランド 
http://www.jsst.jp/e/JSST2012/index.html 
 
☆計量国語学会第56回大会 
開催日：2012年9月29日 
開催場所：名古屋大学東山キャンパス 
http://www.math-ling.org/ 
 
☆日本音声学会第26回全国大会 
開催日：2012年9月29-30日 
開催場所：大東文化大学板橋キャンパス 
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/201
2_cfp.html 
 
☆日本語学会2012年度秋季大会 
開催日：2012年11月3-4日 
開催場所：富山大学五福キャンパス 
http://www.jpling.gr.jp/taikai/yokoku.html 
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☆第85回日本社会学会大会 
開催日：2012年11月3-4日 
開催場所：札幌学院大学 
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2012/11/03193355.p
hp 
 
☆The 6th International Conference on Soft 
Computing and Intelligent Systems, and the 
13th International Symposium on Advanced 
Intelligent Systems (SCIS-ISIS2012) 
開催日：2012年11月20-24日 
開催場所：兵庫県神戸コンベンションセンター 
http://scis2012.j-soft.org/ 
 
☆日本教育心理学会第54回総会 
開催日：2012年11月23-25日 
開催場所：琉球大学千原キャンパス 
http://edupsych.jp/soukai/index.php 
 
☆日本言語学会第145回大会 
開催日：2012年11月24-25日 
開催場所：九州大学箱崎キャンパス 
http://www3.nacos.com/lsj/modules/documents/i
ndex.php?cat_id=27 
 
☆The 5th International Conference of the 
ERCIM WG on COMPUTING & STATISTICS 
開催日: 2012年12月1-3日 
開催場所: Ciudad de Oviedo, Oviedo, Spain 
抄録提出締切：2012年9月5日 
http://www.cfe-csda.org/ercim12/ 
 
☆第23回日本疫学会学術総会 
開催日：2013年1月24-26日 
開催場所：大阪大学コンベンションセンター 
演題提出締切：2012年10月1日 
http://jeaweb.jp/soukai/no23/index.html 
 
 

☆The 2013 conference of the International 
Federation of Classification Societies 
開催日：2013年7月14-17日 
開催場所：Tilburg University, The Netherlands 
演題提出締切：2013年3月1日 
http://www.tilburguniversity.edu/about-tilburg-
university/schools/socialsciences/departments/
methodology/icfs2013/ 
 
☆  XVIII ISA World Congress of Sociology 
Facing an Unequal World: Challenges for 
Global Sociology 
開催日：2014年7月13-19日 
開催場所：パシフィコ横浜 
抄録提出締切：2013年1月15日 
http://www.isa-sociology.org/congress2014/ 
http://wcs2014.drupalgardens.com/ 
 
☆第31回国際心理学会（ICP2016） 
開催日：2016年7月24-29日 
開催場所：パシフィコ横浜 
抄録提出締切：2014年9月 
http://www.icp2016.jp/ 
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公募・求人情報 

 

東邦大学理学部情報科学科教員公募のお知らせ 

 

1．募集人員： 准教授または専任講師  2名 

2．専門分野： 機械学習，データマイニング，

知能情報処理，自然言語処理，計算機システ

ム，アーキテクチャ，データベース，ヒュー

マンインタフェース，ネットワーク，などの

知能・情報処理分野全般．独立して研究室を

運営することができ，本学の他の教員とも連

携して研究を進められることが望ましい． 

3．着任希望時期： 平成25年4月1日 
4．応募資格：博士の学位を有する方．学部及び

大学院の教育・研究指導に熱意のある方． 
5．応募締切：平成24年9月21日（金）必着 
6．本件の問合せ先 

東邦大学理学部情報科学科 主任 新谷幹夫 
E-mail: shinya@is.sci.toho-u.ac.jp 
Tel: 047-472-1277（ダイヤルイン） 
 
 

 

会員の著書等 

 
松本哲夫・小野寺孝

義・植田敦子・榊秀之・

平野智也・西敏明著 

『実務に使える実験計

画法』日科技連出版社，

2012年6月. 
 
 
 
 

 
 
 

高橋惠子・湯川良

三・安藤寿康・秋山

弘子(編) 『発達科

学入門[1]  理論と

方法 』東京大学出版

会，2012年6月． 
 
 
 
 

 
 
 
 

村井潤一郎（編著）

『Progress & 
Application 心理学

研究法』 サイエンス

社，2012年7月． 
 

 

 
 
 

 
 
 

Takashi Inoguchi 
and Seiji Fujii, 
eds.,The Quality of 
Life in Asia: A 
Comparison of 
Quality of Life in 
Asia. Amsterdam: 
Springer, August 
2012, 247pp. 
 

2000年代ほとんどをかけて実施したアジア全

域大規模世論調査アジア・バロメーターの刊行を

逐次すすめてきましたが，この度 Takashi 
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Inoguchi and Seiji Fujii, eds., The Quality of 
Life in Asia: A Comparison of Quality of Life in 
Asia. Amsterdam: Springer, August 2012, 
247pp を刊行しました．「生活の質」に焦点を当

てたアジア全域の生活の質を東，東南，南，中央

アジアの２９の社会を扱い，網羅的かつ体系的に

分析しました．人口学的なプロファィル，ライフ

スタイル，価値優先順位，主観的・客観的な生活

の質をそれぞれの社会の普通の市民に焦点をあ

て，29の社会を比較したものです．観測数は

50,000を超えます．生活の質をこれほど広範な地

域に体系的に調査分析したものはアジアについ

ては世界でも初めてのものです．もとのデータは 
asia.barometer.org でオープン・アクセスできま

す．本学会でも関心のおありの方はさらに分析を

進めていただけたら幸甚です． 
猪口孝 （新潟県立大学） 

 
 
 

学会誌論文投稿先 

  
学会大会で発表された研究などをできるだけ論文

として投稿してください．お待ちしております． 
 
和文誌：「行動計量学」 

〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1 
早稲田大学文学学術院 
豊田秀樹 和文誌編集委員長宛 
E-mail: toyoda@waseda.jp 
 
 
欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 
電気通信大学大学院情報システム学研究科 
植野真臣 欧文誌編集委員長宛 
E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 
 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2012年8月10日現在) 

正会員   ：     803名（海外4含む） 
準会員    ：      54名 
名誉会員  ：      10名 
賛助会員  ：       22社 
寄贈会員  ：        8名 
シニア会員：       22名 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせください． 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 
(株)国際文献印刷社内 
日本行動計量学会係(担当：岸) 
bsj-post@bunken.co.jp 
TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 
 
 
会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，作業を行

ってください．なお，会員であることを確認する

ために会員番号が必要ですので，学会からの送付

物の宛名シールなどを用意してください．よろし

くお願いします． 
 
 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去
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のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 
ユーザー名：bsj   
パスワード：1973 

 
 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が出版された本や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，学協会大会，公募・求人情報などについて，

会員の皆様から原稿を募集しております．過去の

会報の形式を参考にして原稿をおまとめいただき，

下記の送付先までお送り下さい．なお，会員の方

がご自身で出版された著書についてご連絡いただ

く際には，書誌情報とともに書影をお送り下さい

ますようお願いいたします． 
編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号135号の場合には10月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 
 
 

会報原稿送付先 

〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1 
首都大学東京都市教養学部経営学系 
中山厚穂 
atsuho@tmu.ac.jp 
TEL: 042-677-2316 
 
 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました．  

今後も，これまでと同様に皆様からのご意見を

お伺いしながら，皆様のお役に立てるような魅力

ある充実した会報となるように努めていきたいと

考えております．ご意見，ご要望，その他会報に

掲載すべきと思われる情報などございましたら，

ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

（なかやま あつほ，中山 厚穂） 

 

 

 

題字：林知己夫 

広報委員会委員長：松本渉 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・

江口幸治・木村邦博・城川美佳・ 

鄭躍軍・朴堯星・星野崇宏・ 

山田剛史 

相談役：森裕一 

 

 

 

 

 


